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　新潟薬科大学附属薬用植物園では、常時薬用植物を展示栽培しています。

薬草園の歳時記は薬用植物園内の様子を随時、植物を中心に紹介するものです。　

ジギタリス　Digitalis purpurea  　　
　　　　　　　                                          
基原植物：ジギタリス
薬用部分：葉
成分　　：強心配糖体、サポニン類

デンプン    Solanum tuberosum
澱粉　　　　　　　　　　

基原植物：ジャガイモ
薬用部分：塊茎
成分　　：amylose、amylopectin、

　　　　　タンパク質、脂肪    
　　　　　
　　　　　

　生薬学の講義が薬用植物園で6月13日(金)に行われました。
生薬学の池城先生が1年生と共に訪れ開花している薬用植物を中心
に、その用途や見分け方などを解説され、学生は熱心に聞き入って
いました。最後にサトウキビを実際に採取し、試食をしました。
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日差しはすでに夏の気配を感じるようになりました。薬草園では、ジャガイモを始め、
様々な野菜の花が咲いています。日常食べている野菜も多く栽培しています。また、看
板には薬効も書かれているので、用途も確認できます。ぜひ見に来てください。

（＊天然医薬資源学第２版、＊＊カラーグラフィック薬用植物に記載）

　　タンジン　　　　　＊　：強壮、婦人病治療、鎮痛
　　ジキタリス　　　　＊　：強心利尿、有毒、ジギトキシン原料
　　ジャガイモ　　　　＊　：食用、散布剤、糊料
　　ヘンルーダ　　　　＊　：通経、駆風、消炎、利尿、解毒
　　ニチニチソウ　　　＊　：抗ガン薬、胃潰瘍治療、便秘解消、消化促進

サヤエンドウの花


